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乳幼児教育指導者の専門性の確立に関する研究（I）
―人間形成的視点から見た乳幼児期の意義について―
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九州産業大学人間科学部子ども教育学科

乳幼児教育者の専門性のあり方について，乳幼児期を人間形成的視点から分析することによって考察
した。乳幼児期は子どもが自己形成を成立させていく時期であり，その進行状態に応じた教育（保育）
が行われなければならない。
本来母親による保育は自らの子どもの成長・発達に応じた形で進められるがゆえに，中心的役割を演
じるものであり，乳幼児教育者は母親の保育を補助することが主な役割であった。それは保育を構成す
る養育・保護・教育のうち，養育と保護がその中心であったからである。しかし，今や乳幼児教育者が
真に母親の保育を指導できるだけの専門性を備えた乳幼児教育指導者になる必要がある。
乳幼児期の保育の重要性が増してきている現在，保育における教育の要素が重視されるようになって
きた。教育は養育や保護と根本的に異なる要素をもっていて，子どもにストレスを与える。そうするこ
とによって耐性の育成を成立させる。その結果，乳幼児教育者の役割の拡大化，さらに，乳幼児教育者
における専門性のレベルアップが求められているのである。
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1．はじめに
（「三つ子の魂百まで」が成立する理由）

「人間は教育によってのみ人間になることができる1)」
というカント（I. Kant, 1724～1804）の言葉を否定する
教育学者はいない。生理的早産として誕生した人間は，
誕生と同時に教育（保育）が必要であり，それなしに
は生命の維持すらできない不完全な状態にある。保育
が必要なのは，人間が個としての存在だけでは生きて
いけない種の特殊性に起因し，親や親に代わる保育者
による保育が人間の成長・発達だけでなく生存そのも
のにも必要不可欠な要素になるからである。
人間の誕生後の不完全な状態を保護し，養育し，さ
らには，それが人間としての成長・発達を進めていく
教育に受け継がれる一連のはたらきかけなしに，人間
は存在することすらできないのである。このような一
連のはたらきかけこそが保育なのである。保育は，養
育・保護・教育という三つの要素から成立し，人間の
乳幼児期に不可欠のはたらきかけなのである。
この時期の保育というはたらきかけによって成長・
発達していく人間は，そのようなはたらきかけを認識
することすらできない。それは，認識の主体になる自

我そのものが成立していないからである。自我自身の
成立過程においては，自己意識は存在しない。自我の
自己に対する意識こそが自己意識であるがゆえに，こ
の時期の成長・発達は，環境からの影響と生命体自身
がもつ生理的能力の相互関係のうちに成立する無意識
的自己形成によると定義することができる。
無意識的自己形成によって徐々に自我が生成するに

したがって，自己意識が成立してくる。自己意識の成
立とともに，自我は自らの意志による活動ができるよ
うになってくる。この後の成長・発達は，自我によっ
てある程度方向づけられる。自我が自己活動を導くと
同時に，徐々に明確な自己意識や他者意識をもつこと
によって，人間はその本質的特徴である「明確な自己
意識をもつ社会的動物」へと成長・発達を遂げていく
のである。三歳ごろまでに自己意識や自己活動の主体
である自我が生成し，その後はその自我によって自己
を形成するという意識的自己形成が成立してくる。意
識的自己形成によって実現されていく成長・発達は，
三歳ごろまでの自我の生成に加わった要素に影響され
た形で実現されていく。三歳ごろからは，一般に意識
的自己形成と無意識的自己形成が並行して行われてい
くのである。以上のような構造で，「三つ子の魂百ま
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で」が成立するのである。
無意識的自己形成は自我の生成を導き，意識的自己
形成は自我による自己の形成を実現するわけであるか
ら，三歳以降の人間形成は意識的自己形成だけでなく，
意識的自己形成と無意識的自己形成の併存する形での
成長・発達が実現していくのである。それゆえにこそ，
人間は明確な自己意識が成立してからでも，自らの成
長・発達は必ずしも自分の思い通りにならず，思いも
しなかった能力が身に付くこともあれば，能力を付け
ようと努力してもなかなか修得できない能力もあらわ
れてくるのである。以上のような構造で人間の成長・
発達の初期が成立してくるがゆえに，「三つ子の魂百
まで」は全ての人間において成立する基本原理なので
ある。
本論文では，このような「三つ子の魂百まで」が意
味することの重要性を認識したうえで，乳幼児教育指
導者の専門性のレベルアップの必要性を明らかにして
いきたい。つまり，保育士や幼稚園教諭，さらには保
育教諭は単なる乳幼児教育者ではなく，十分な専門性
を備えた乳幼児教育指導者でなければならない。また，
乳幼児教育指導者は，いずれは乳幼児教育専門家とし
ての立場を確立していくことが必要なのである。本研
究は，このような乳幼児教育分野における教育指導者
の専門性の確立のための研究の第一弾であり，人間形
成的視点から見た乳幼児期の保育の意義について探究
していきたい。

2．人間形成的視点から見た乳幼児期の特徴
人間形成論は人間の成長・発達を単なる個人の子ど
もから大人までの限定的なものとして捉えるのではな
く，生涯にわたる成長・発達，さらには，世代を超え
た人間の種の発達をも問題にする理論である。歴史的
研究は過去に遡ることによって人類の発達や文化の発
展を探究するのであるが，人間形成論は歴史的研究を
踏まえながらも，現在を起点にして未来に向けた人間
のあり方について総合的に探究することを視野に入れ
たものでなければならない。
このような視点から，乳幼児期について考察する。

（1）無意識的自己形成だけが行われている時期
（乳児期）
人間が生理的早産として誕生してきたとき，自己意
識の主体である自我は成立していない。それゆえ，誕
生と同時に自己意識は成立しない場合が多い。乳児期
における人間は，生体を取り巻く環境からの影響（親
による保育を含めて）を一方的に受け入れざるをえな
い状態にある。まさに，この時期の無意識的自己形成
は環境からの影響に 100％左右されるのであるが，た

だこの無意識的自己形成は環境からの影響を生理的レ
ベルで選択しているのである。それゆえ，同じ環境に
置かれる乳児が異なった影響を成長・発達において受
けることがありうるのである。まさに，これこそが無
意識的自己形成といえる所以である。
自我が成立していないこの時期は，自我が生成する
時期でもあるわけであるから，この時期（乳児期）に
おける保育は生涯にわたる成長・発達に大きく影響す
ることになる。とりわけ，この時期の保育は養育と保
護が中心であり，子どもの生命の維持・発達に不可欠
な保育である。養育と保護によって成長・発達に対し
て与える成果は，生体としての諸能力の発達と自我の
生成としてあらわれてくる。
自我は後の意識的自己形成の主体であるため，大き
な教育的意義をもつ。それゆえに，保育におけるもう
一つの要素である教育について重視しなければならな
い。ただこの場合の教育は保育のなかの一部の要素と
しての教育であるがゆえに，英才教育，早期教育とい
われるような本来後の成長・発達段階で行われるべき
教育を乳児期において行うという意味ではなく，後の
意識的自己形成を進めていく自我に対するはたらきか
けが中心にならなければならない。
これこそ，今後目指すべき乳幼児教育専門家として

の保育士や幼稚園教諭や保育教諭の使命でなければな
らない。単に母親の役割を代行するのではなく，教育
専門家として後の意識的自己形成がより高い成果を生
み出しうるような自我の生成にはたらきかけることが
必要なのである。真の英才教育や早期教育は，個々の
子どものもつ本性（無意識的自己形成の状態と意識的
自己形成の生成の構造）に応じて行わねばならないが，
その本性を十分に分析することもなしに，教育目標だ
け定めて，それに向けて行う教育は教育の名に値しな
い。真の英才教育や早期教育は，この時期の成長・発
達のあり方に関するさらなる研究を前提に進められな
ければならない。
今後求められる乳幼児教育が真の英才教育や早期教
育につながるためには，従来の乳幼児教育において考
えられていた養育と保護にウエイトを置いた保育では
なく，あくまで養育・保護・教育のバランスを保った
保育のあり方を前提にしながらも，保育における教育
の意義を明らかにしていかなければならない。

（2）徐々に意識的自己形成が行われ始める時期
（第一次反抗期）
自我の生成に伴って，自己意識が徐々に成立してく
る。自己意識が成立することと並行して他者意識も成
立してくる。自己意識の明確化に伴って，子どもは徐々
に自分の考え（好み，行動…）をもつようになる。こ
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のような状態は保護者にとっては反抗期に見える。ま
さに第一次反抗期である。それまでは環境からの影響
に対して生理的に反応するような自然の活動であった
のが，子ども自身が自分の考えで行動したいという欲
求があらわれてくるのである。第一次反抗期は自我の
成立の兆候であり，意識的自己形成を含む自己活動の
始まりであるということができる。
この点について，シュライエルマッハー（F. D. E.

Schleiermacher, 1768～1834）は「人間は生の初めから
完成を求めて発達を遂げていく十分な根拠を自らのな
かにもっている存在である 2)」として，人間の本質的
な自己形成的素質を明らかにするとともに，「各人間は
教育のなかで自らを教育しなければならない 3)」とい
う意識的自己形成の意義についても示唆している。子
ども自身がもつ資質である無意識的自己形成と意識的
自己形成を前提にした教育こそが行われなければなら
ないことが，明確にされているのである。
それゆえにこそ，この時期の保育は子どもの主体性
を尊重することが極めて重要な意義をもつ。遊びの重
視はこのような基本的考え方から成立してくるのであ
る。乳幼児期における自己活動のあらわれの中心的な
ものが，遊び活動においてであるからである。遊び活
動は他者意識の成立に伴って，一人遊びから集団遊び
へと発達してくる。集団遊びは子どもの自己意識や他
者意識をさらに発達させ，そこに社会性が成立してく
るのである。
遊び活動は自己活動であるがゆえに，そこには独自
性が成立してくる。遊びの指導の問題点はルールを強
調しすぎて子ども自身の主体性から生じる独自性を否
定することである。遊びを導き出すためのルールはあ
くまで手段であり，本質は子ども自身の主体性である
ことを乳幼児教育指導者は認識しなければならない。
反抗期と感じるのは，それまで，子どもが親や保育
士のいうままに活動していたことが，子ども自身の思
うような活動をするようになったことに対して，親や
保育士の立場から感じることである。しかし，子ども
の成長・発達を進めるべき乳幼児教育指導者は，子ど
もの主体的自己活動（第一次反抗期と感じる自己活
動）を成長・発達のあらわれとして喜んで受け入れな
ければならない。むしろそれ以降の子どもに対する指
導は子どもの主体性をそれまで以上に尊重するように
切り替えることが必要なのである。
自己活動が成立してくることは，意識的自己形成が

成立することにつながる。遊び活動において目指すべ
きことは，子どもが自分なりの新たなルールを取り入
れて遊び活動を行うようになることである。「遊びは子
どもの発達の最高段階である。なぜなら，遊びという
言葉そのものが意味するものは内面の自由な活動のあ

らわれであり，内面の必然性と必要性そのものから出
てきた内面のあらわれである 4)」と説明するフレーベ
ル（F. W. A. Fröbel, 1782～1852）の考え方によれば，
遊びとは他人が教えるべきものではなく，子どもの自
発的・主体的な活動なのである。
以上のような意味において，第一次反抗期は乳幼児
教育指導者にとって子どもの指導のあり方を決定する
極めて重要な意義をもつ兆候であることを忘れてはな
らない。

（3）意識的自己形成が前面にあらわれてくる時期
（その背後で無意識的自己形成は継続している）
第一次反抗期を契機に，子どもは主体的行動がます
ます顕著になってくる。遊び活動も集団遊びが盛んに
なり，その過程で，競争や喧嘩，さらには，いざこざ
が起こるようになってくる。これらは自己意識の明確
化と比例して増加してくる。明確な自己意識をもつ社
会的動物としての性質が成立してきたあらわれである。
このように意識的自己形成が前面にあらわれるように
なってくる人間の成長・発達において，子どもの意欲
や「やる気」を尊重することの必要性を乳幼児教育者
だけでなく，すべての教育者が感じるところである。
しかしながら，意識的自己形成が前面に出るように
なってからも，無意識的自己形成は行われ続けている
ことを忘れてはならない。意識的自己形成を導くため
の興味・関心，「やる気」の尊重と同時に，無意識的自
己形成を進めるための教育としての「繰り返し」や訓
練をも行わなければならない。「繰り返し」や訓練は被
教育者にとってストレスを与えることになる。その結
果，児童中心主義教育信奉者たちは「繰り返し」や訓
練を否定する。このような考え方は誤っている。
「繰り返し」や訓練は無意識的自己形成にとって必要
であると同時に，ストレス耐性の育成にも有益なので
ある。自我が成立して以降，子どもは主体的にさまざ
まの要素のストレスに立ち向かっていかなければなら
ない立場に置かれるようになる。つまり，成長・発達
自体が子どもにとってストレスなのである。そのよう
なストレスを与えるのが教育の基本原理なのである。
それゆえにこそ，ストレス耐性の育成が教育における
不可欠の要素になってくるのである。
保育の三つの要素（養育・保護・教育）のうちのバ
ランスのとり方は，子どもの成長・発達の状態（自己
形成の状態）に応じる必要がある。それは，個々の子
どものストレス耐性の成立にも格差が存在するからで
ある。乳幼児教育指導者が「個々の子どもを知る」と
いうことは，子どもの性格・能力と同時にストレス耐
性を知ることが含まれなければならないのである。何
に興味・関心をもつかを知ると同時に，どの程度の訓
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練や叱責に伴うストレスに耐えられるかを乳幼児教育
指導者は十分認識しておかなければならないのである。

3．保育の意義
保育の専門家である保育士に求められているものは，

時代の変化に応じて徐々に変化してきている。それは
保育の構成要素である養育・保護・教育のうちのどの
要素にウエイトが置かれるかによって異なる。このウ
エイトの置き方によって保育活動そのものが変化して
くるのである。この点について考察する。

（1）保育を構成する要素
保育は誕生直後から，乳幼児期全般にわたって行わ
れる教育活動の具体的形態である。保育の英語表記は
childcare であり，子どもの置かれている状態やその環
境に応じてその成長・発達に必要なはたらきかけであ
るということができる。それゆえ，保育は養育と保護
と教育から成立するということができるのである。生
理的早産として誕生してくる人間にとって，「生きてい
く」こと自体を援助する必要性が第一の目的になるが
ゆえに，養育と保護が保育（childcare）の中心的はた
らきかけになる。
しかしながら，この養育と保護の結果は乳幼児の成
長・発達のうち表面的側面注 1)にあらわれるがゆえに，
母親による保育と保育士による保育の成果の相違があ
らわれにくいのである。さらにいうなら，母親による
保育は子どもの誕生から継続して（さらには母胎内で
の生育をも含めて）行われているのに対して，保育士
による保育は誕生後のある一定の期間をおいてから，
母親による保育を受け継ぐ形で行われることが一般で
あることから，純粋に母親による保育と保育士による
保育を比較することはできないのである。
さらに，子どもの生育状態から養育・保護・教育の
必要性を判断することがそれまでの成長・発達のあり
方に大きく左右される必要があるにもかかわらず，そ
のようなことに関する情報の量は親と保育士では大き
く異なるのである。また，親は自らの子どもだけにか
かわる育児として行う保育であるのに対して，保育士
は複数の子どもに対する保育を同時並行的に行わなけ
ればならない点から，一人の子どもの成長・発達にお
ける母親と保育士の保育を比較すること自体に問題が
ある。
養育・保護・教育のうち，その成果が最も顕著にあ
らわれてくるのは，子どもの成長段階において異なる。
乳幼児期においては，養育と保護が中心であり，教育
の成果は子どものその後の成長・発達の時期において
はじめてあらわれてくるものである注 2)。具体的にいう
なら，乳幼児期の保育（のうちの教育）は乳幼児期に

その成果があらわれてくるのではなく，その後の少年
期・青年期に顕著な形であらわれてくるものなのであ
る。それゆえ，その成果は少年期と青年期の教育だけ
に起因するのではなく，乳幼児期の保育（のうちの教
育）の基礎があってはじめて少年期や青年期の教育が
成果を上げることが可能になってくるのである。
それゆえにこそ，保育の意義を乳幼児期においての
み評価するのではなく，その後の教育の基礎を作り上
げる保育としての理解が必要であるとともに，保育士
自身の意識も単に子どもがかわいいから保育士になる
というような動機だけによって保育士になるのではな
く，人間の教育において極めて重要な時期（乳幼児期）
の保育に直接かかわれる「やりがい」のある専門職に
就くという意識をもたなければならない。保育そのも
のの基本的意義を理解することによって，保育士とし
ての専門性が成立してくるのである。

（2）乳幼児に必要な保育の見極め
乳幼児期における子どもの成長・発達の状態は，個々

の子どもにおいて大きく異なる。親の保育は自らの子
どもに対してのみ行われるものであるから，母性愛に
導かれる本能的要素を大きくもつ保育になることは否
めない注 3)。
保育士は複数の乳幼児期の子どもの成長・発達に応
じた保育を行わなければならない。そのためには，成
長・発達の状態を見抜くことが保育士の子どもに対す
る第一歩でなければならない。このような意味におい
て，保育士はいかなる理由で保育士になったとしても，
保育士になってからは保育に関する専門職という意識
をもつとともに，そのための努力を恒常的に続けるの
が重要な職責である。専門職とは，ある領域・分野に
おいて専門的見識を培い，その見識に従って「他人の
権利を代行できる職業注 4)」でなければならない。他人
の権利の代行という重い責務を果たすためには，個々
の子どもにおいてその子ども自身が保育のうちのどの
要素を必要としているのかを見極め，それを実践して
いける形で専門性が確立していなければならない。
保育士は子どもの成長・発達を進めていくという使
命感を第一に認識し，その使命感に導かれた保育を実
践していくための見識と能力をもつことは当然である。
「子どもの成長・発達に何が必要か」を見抜く専門性に
導かれた保育を常に実践できることが，専門職として
の乳幼児教育指導者である保育士に求められるので
ある。
乳児期における子どもを知るのに最も適した存在は
母親であることを否定できない。母親は最も長時間子
どもとスキンシップをとることが可能な状態にある。
この意味において，この時期の保育に対する保育士の
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役割は母親の保育を前提に行うことが第一である。母
親との相互信頼関係を築き，適切なアドバイスを与え
ることが教育専門家としての保育士の務めなのである。
幼児期における子どもを知るためには，子どもの遊
び活動に参加し，遊び活動そのものを通じて「子ども
を知る」ことが必要である。子どもの成長・発達の現
状を把握し，子どもの遊び活動に参加することによっ
て，子ども自身との相互信頼と相互影響授受の関係を
成立させることが必要である。自我の成立によって遊
び活動が可能になった子どもに対するはたらきかけ
は，遊びを通じてのみ成立するのである。
乳幼児期における保育は，個々の子どもの成長・発
達の状態を的確に把握することによってさまざまの対
応が求められる。このような意味において，保育の各
要素のうちどの要素が必要であるのかを判断するため
の子どもの状態の見極めこそ，乳幼児教育指導者に求
められる専門性の第一要素である。

（3）乳幼児に必要な保育の実践
乳幼児期における子どもの言語習得は必ずしも完全

なものではない。それゆえにこそ，乳幼児教育指導者
は子どもの主体性のあらわれである遊び活動を注視し，
そこから子どもに必要な保育を試みなければならない。
乳幼児期の全体を通じて必要なのは，養育と保護であ
る。その前提において教育を行わなければならない。
ここで問題なのは，養育と保護は子どもをストレス
から守ることを第一の目的とするはたらきかけである
のに対して，教育は基本的に子どもにストレスを与え
ることを前提にしている。つまり，保育の要素うち，
養育と保護は被教育者をストレスから守るという前提
のもとに行われるはたらきかけであるのに対して，教
育は被教育者にストレスを与えることを前提にしたは
たらきかけなのである。それゆえ，乳幼児期において
教育を拒否する子どももいれば，受け入れる子どもも
いる。ストレスを受け入れることができるのはそのス
トレスに耐えられるだけのストレス耐性が成立してい
る場合である。この点を無視して，「楽しみながら学
ぶ」という間違った考え方を主張する教育学者もいる
ことは否定できない。
ストレスをストレスと感じないのはそのストレスに

対応できるだけのストレス耐性が成立しているときの
みである。乳幼児期における教育は，子どもの遊び活
動を通じて，子ども自身のもつストレス耐性を把握し，
そのストレス耐性限度内のストレスを与えつつ，養育
と保護を行いながら，遊び活動を進めることによって
実現していかなければならない。まさに乳幼児教育指
導者の専門性の中心的要素は，このような「子どもを
知る」ことを前提にして成立してくる専門性であり，

長年の保育実践経験者において成立してくるもので
ある。
しかしながら，ここに一つの問題点がある。長年の
保育経験は必要不可欠なのであるが，社会の変化に
伴って，子ども自体が変化していくのも事実である。
経験は過去の経験であり，現在の子どもにその経験が
ぴったり当てはまるかどうかの判断が重要なのである。
乳幼児に必要な保育実践は経験を作り上げつつ，子ど
もの変化をも認識できる柔軟性をもたなければならな
い。これこそが乳幼児教育指導者に求められる専門性
なのである。

4．母親の保育における優位性
母親の保育における優位性は動かすことができない。

そのような優位性を前提にして保育士の保育が行われ
なければならない。その根拠について考察する。

（1）乳児期におけるスキンシップ
生理的早産として誕生してくる人間にとって，母親
による育児が子宮内での育児との連続性をもつもので
なければならない。とりわけ，乳幼児期における母子
間のスキンシップは人間関係におけるスキンシップに
おいて最も大きな影響力をもつことは否めない。母子
間のスキンシップは母性愛をもつ母親の自然な欲求の
あらわれであるとともに，子どもの側からはあらゆる
生理的欲求（食欲・安全・安定…）のあらわれである。
母子双方からの相互欲求であるために，そのようなス
キンシップによって母子関係の基本が成立するといっ
ても言い過ぎではない。
母親の保育における優位性はこのような母子関係

そのものから起因するものであるが，あらゆることを
知的判断しようとする現代社会においては，このよう
な母子関係そのものを母親自身がいかなることについ
ても理性的に判断する傾向があらわれてきている。理
性的に自らの母性愛を吟味することによって，母性愛
が極めて本能的・非合理的側面をもつことに気づくよ
うになる。母性愛は子どもの成長・発達のために機能
する愛であり，それによって母親自身が得るところは
ない。むしろ母親自身が自らの欲求を無視した形で成
立してくる愛であるがゆえに，母親以外の人間が母親
と同等の母性愛をもつようになれば，その人間は生き
ていくことはできなくなる注 5)。母親以外の人間がもて
るアガペーは，自然の愛であるエロースやフィリアを
意識的に自制して教育愛という形でのみ成立するので
ある。
社会の近代化が進み，個人の権利や欲求を理性的に
判断するような時代になれば，母性愛そのものが成立
しにくくなってくる。その結果，極端な場合，実の子
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どもに対する虐待（育児虐待）があらわれてくるので
ある。現代社会においては，とりわけ，先進諸国にお
いて既にこのような傾向が徐々にあらわれつつある。
保育士による保育という考え方自体が理性的に育児
を考察することによって成立してくるのであるが，母
性愛そのものをもつことにおいて保育士が実の母親に
代わることはできない。保育士だけでなく教育にかか
わる専門職といわれる職業に従事する者は，母性愛で
はなく意図的に教育愛をもとうと努力しているのであ
る。教師の専門性のうち教育愛をもつという専門性は
かなり高度の専門性であるということができる。さま
ざまの教育技術における専門性は努力と訓練によって
徐々に成立してくるものであるが，教育愛をもつこと
ができるという専門性は人間の本質にかかわる要素が
含まれてくる。このような意味において，教師に向く
向かないという人間としての本質が問題にされるので
ある。
ここで母性愛そのものについて考察する。

（2）本能的愛としての母性愛
母性愛とは本能的愛であり，とりわけ，生理的早産
として誕生する人間という種においては極めて大きな
意義をもつということができる。誕生と同時に行われ
る親による育児が種の保存そのものを成立させる基礎
条件であり，それを成り立たせる基本こそが母性愛な
のである。母性愛は無私の愛（アガペー）であり，無
条件に自らの子どもを愛することを成立させる愛であ
る。一般の人間が社会的動物としての基礎条件を成り
立たせるための相互愛（フィリア）は，ギブ・アンド・
テイクの愛であるのに対して，母性愛は無条件に親子
関係において生じる愛である。子どもがいかに反抗的
になっても，自分にとって不都合な状態にあっても，
子どもに対する母性愛は成立する母親の本能としての
愛の側面をもつのである。
このような愛を保育士はもつことができない。保育

士は職業であり，そうなりたいと思ってなるものであ
るがゆえに，そこに生理的な母性愛は成立しない。職
業に対するやりがいは達成感から生じてくるものであ
り，保育活動とその成果との関係によって成立してく
る。まさにそれはフィリアによって成立する注 6)。
生理的早産として誕生してくる人間においては，カ
ントのいうように，「人間は教育を必要とする唯一の被
造物である 5)」がゆえに，その教育を成り立たせる基
本的条件である教育愛としての機能をもつ母性愛が人
間には備わっているのである注 7)。人間における母性愛
が生理的早産という状態を成長・発達につなげていく
ことを可能にするだけでなく，人間としての特別な能
力の育成にかかわることを可能にするのである。人間

の成長・発達には教育が必要であるということを示す
カントの言葉は，同時に人間の成長・発達には教育愛
が必要であることをも示している。子どもとのコミュ
ニケーションを前提に行われる教育は，乳幼児期にお
いては言語によるコミュニケーションによって成立す
るのではなく，スキンシップをはじめとする生理的レ
ベルでのコミュニケーションによって成立する。それ
ゆえにこそ，乳幼児教育における母性愛の意義は大き
いのである注 8)。
乳幼児教育指導者はこのような母性愛とは異なる教
育愛をもって母親の育児を補助する保育を行うだけで
なく，後の教育につながる意図的な保育を行わなけれ
ばならない。つまり，現状の乳幼児に必要な保育は，
将来における乳幼児の成長・発達につながるものでな
ければならず，それを見越した保育を行うことが乳幼
児教育指導者の専門性の基礎になるのである。

（3）母親の保育の特殊性
母親の育児を成り立たせる保育は，親子関係から子
どもに必要と感じられる要素を親は本能的に直感し，
対応することによって成立する。母親による保育は計
画的に行われるものではなく，子どものその時の状態
に応じて反応する形で行われるものである。その結果
として，子どもに必要な保育のバランスが成立してく
るのである。保育のバランスとは，保育を構成する養
育・保護・教育を子どもの必要性に応じて適宜与える
ことによって育児を行っていくところに成立してくる。
母親による保育は子どもの必要性を察知することから
始まり，察知することによって実践することは一つな
がりの実践として定着しているものであり，計画的に
進められる教育活動とは本質的に異なる。
一対一の教育的関係であるがゆえに，被教育者で
ある子どもの状態に必要な保育を行うという対応が原
則になるのである。母親の保育は基本的に受動的であ
り，それを成り立たせるのは子どもの状態観察と子ど
もの変化に対する対応なのである。母親の保育は子ど
もの状態に応じた保育であり，将来のための保育では
ない注 9)。それこそが母性愛に導かれた保育なのであ
る。母性愛はアガペーであり，子どもの成長・発達の
ための愛である。
ただ母親は教育の専門家ではない。それゆえに，そ
の後の成長・発達とのかかわりにおける保育のバラン
スに関する見識をもたない場合が多い。つまり，母親
の保育は乳幼児期そのものにおける必要性を満たすと
いう意味において乳幼児教育指導者の保育に勝るので
あるが，その後の成長・発達における必要性につなが
る保育という点については乳幼児教育指導者の専門的
見識の方が勝らなければならないのである。
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保育士は乳幼児期の子どもの保育を常に将来の子ど
もの成長・発達とのかかわりにおいて行わなければな
らない。そうすることによって，子どもの現状におい
て必要な母親の保育の不足する側面を補うことが必要
なのである。

5．母親の優位性を前提にした
乳幼児教育指導者の専門性

生理的早産として誕生してくる人間という種にとっ
て，母親による育児は保育の基本であり，乳幼児教育
指導者はその母親による保育を補うものという理解が
普通であった。教育専門家の専門性は，教育権保有者
（親や国家）の教育権を代行し，被教育者（子どもや生
徒）の学習権を保障するところに成立する。それゆえ，
教育専門家は教育権保有者にも学習権保有者にもその
専門性に関して信頼と尊敬の念をもって迎えられなけ
ればならない。このようなあるべき姿が現状までどの
ように考えられてきたかについて考察することにする。

（1）従来の状態
先にも明らかにしたように，「三つ子の魂百まで」と
いうことわざが存在していながら，乳幼児教育の重要
性は実際の教育現場においてはほとんど顧みられて
こなかった。男女共同参画社会推進のための一方策と
して保育所（零歳児保育園）の充実が第一の目的で
あった。保育士の役割は母親の保育を補足，ないしは，
代替することが主なる目的であるが，そのための専門
性は，形の上からも実質的にも保証されるものではな
かった。
母親は実の子に対しては母性愛と子宮内での胎教に
よって既に保育の実践を行ってきたという事実がある。
このような意味において，保育における母親の保育士
に対する優位性は本質的な要素であるといわざるをえ
ない。さらに，乳幼児期における教育成果は乳幼児期
にあらわれてくるのではなく，子どもの後の成長・発
達段階においてあらわれてくるという事実が，乳幼児
教育そのものを軽視する一般的傾向を生み出してきた
のである。
その結果，保育士をはじめとする乳幼児教育者の専
門性は特に大きく取り上げられてこなかった。つまり，
乳幼児教育者における専門性が問題にされること自体
少なく，本来乳幼児教育指導者であるべき乳幼児教育
者という捉え方自体が世間一般で行われてこなかった
のである。しかしながら，少子化傾向の改善見込みが
立たない現状から，乳幼児期の教育そのものの充実を
求めることが，乳幼児教育指導者としての専門性の確
立，及び待遇改善と並行してあらわれてきている。乳
幼児期の教育の重要性は教育学的には認められてきて

いるにもかかわらず，現実に行われている教育実践的
意味において乳幼児期の教育そのものは吟味・検討さ
れてこなかったのである。実の母親によって行われる
保育に少しでも近づけることができる乳幼児教育者の
資質能力が問題にされ続けてきたのである。実の母親
を超えた保育は基本的に考えられてこなかった。それ
は保育の中心とされるものが，養育と保護であり，教
育については，その後の段階の教育に任せるという考
え方がとられてきたからである。しかしながら，後の
教育が成果を上げることができるのは，この時期にお
ける保育が適切な形で実現することによってはじめて
可能になることなのである。このような点について従
来ほとんど問題にされてこなかったのが現実である。

（2）今後求められる状態
乳幼児教育の重要性は，子どもの成長・発達の基礎
の部分が乳幼児期に成立することによってあらわれて
くる。それこそが無意識的自己形成なのである。先に
も明らかにしたように，乳幼児期において人間は自我
が生成し（無意識的自己形成），さらに，意識的自己形
成が成立し始める。つまり，乳幼児期は人間としての
成長・発達の構造が成立してくる時期であり，それは
後の成長・発達と一貫性をもったものでなければなら
ない。それこそ人間形成的視点から見た人間の乳幼児
期なのである。
乳幼児期の子どもの成長・発達がその後の成長・発
達とつながっていくのは，子どもの自己形成の構造に
よってのみ捉えることができる。乳幼児期の無意識的
自己形成と意識的自己形成の状態の把握，さらにその
自己形成自体の変化の状態を明確にすることこそが，
その後の子どもの成長・発達に対する教育のあり方を
決定するのである。このような乳幼児期の捉え方をす
る乳幼児教育指導者こそが，乳幼児教育専門家でなけ
ればならない。
乳幼児教育指導者は乳幼児期を乳幼児期だけで捉え
るのではなく，人間の成長・発達全体のなかの最初期
という重要な意義をもつ時期における教育（保育）の
あり方を研究していかなければならないのである。つ
まり，乳幼児教育指導者は乳幼児期における保育が後
（少年期以降）の教育の基礎になるという明確な認識を
もって，保育実践に携わらなければならない。乳幼児
期の教育研究は現状のように保育実践に追われている
状態では不可能な研究である。それは，従来その研究
の必要性が求められてこなかったために，ほとんど手
づかずの状態であるからである。
乳幼児教育指導者は，指導者であると同時に研究者
でなければならない。教育指導者のうち最も実践研究
の必要性が大きいのが乳幼児教育指導者であるにもか
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かわらず，多忙さゆえに最も研究をしていないのも乳
幼児教育者なのである。それは乳幼児期の保育は実の
母親の保育が一番という暗黙の了解が存在しているか
らである。しかも，この了解こそが乳幼児期の教育の
軽視に起因していることを，我々は明確に認識しなけ
ればならない。

（3）母親の優位性を成り立たせる要素
母親の乳幼児教育者に対する優位性は母性愛と子宮

内での胎教の二つである。それぞれについて考察する。

1）母性愛
先にも考察したように，母性愛とは誕生と同時に育
児をしたいという欲求を成立させる本能的愛である。
とりわけ，生理的早産として誕生してくる人間におい
て母性愛は，母親の育児を成立させる重要な要素であ
るということができる。生まれたばかりの赤ん坊を
「かわいい，愛おしい」と感じさせる本能的愛である母
性愛があるがゆえに，育児が成立するのである。また
本能的愛であるがゆえに，母性愛は一般の人間が本来
もちえないアガペーを基礎にすることができるのであ
る。母親は子どもを産み，育てるという基本的活動を
行うことができるのが，母性愛によっているというこ
とができる。人間における母性愛は明確な自己意識を
もつがゆえに，より顕著にあらわれてくるのである。
その顕著さのゆえに，「よりよい育児」を目指す場合も
あれば，育児に悩む場合も，育児を放棄する場合すら
生じてくるのである。それゆえにこそ，合理的に物事
を考える傾向のある現代社会においては，母性愛が成
立しにくい状況があることは否めない注 10)。人間にお
ける母性愛は，完全な本能的愛ではなく，そこに理性
的要素が絡んでいる。ちなみに先進諸国における少子
化傾向は，母性愛を理性的に制御する結果生じてくる
一般的傾向である。
ここにおいて，客観的立場からの教育愛に基づいた
保育の必要性があらわれてくるのである。母親の母性
愛を尊重しつつも，客観的にそれを導ける乳幼児教育
指導者の専門性から生じる教育愛が必要になってくる
のである。母親の母性愛が乳幼児期の子どもの自己形
成に与える影響を考慮し，子どもの正常な自己形成を
進めていける状態を作り，維持することにより，子ど
もの自己形成と同時に母親の母性愛をも導ける（子ど
もに対するのと同様に母親に対する）教育愛を教育専
門家である乳幼児教育指導者はもたなければならない
のである。これこそ，母親の優位性を前提にした乳幼
児教育指導者の専門性の構造なのである。

2）子宮内での胎教
受精卵として子宮内で 10か月余り成長・発達を遂げ
てきた新生児にとって母親は絶対的存在である。それ
は子宮内において成立する成長・発達（無意識的自己
形成）は母胎内での影響を通じて実現してくるもので
あるがゆえに，まさに胎教の成果なのである。それゆ
え，出生後の成長・発達も，その成果の延長としてあ
らわれてくるといわざるをえないのである。胎教の延
長上に行われる育児は，スキンシップを基礎にしつつ
成立する。しかしながら，胎教の行われ方自体は母親
が意識するものではなく，生理的レベルでの影響の授
受であり，胎児自身も生理的発達を遂げて新生児にな
るに過ぎない。しかも，胎児から新生児への成長・発
達自体は無意識的自己形成の過程ということができる。
このような無意識的自己形成の状態を客観的に把握
し，母親と新生児にはたらきかけることこそ，乳幼児
教育指導者の使命なのである。胎教は誕生後の育児に
連続することによって，その成果が新生児の発育とし
てあらわれてくる。乳幼児教育指導者はこのような胎
児から新生児への成長・発達の過程を，その後の成長・
発達へと続けるための保育を行わなければならないの
である。
保育は誕生後の子どもの成長・発達を進めるもので
あるというよりも，子宮内での胎児としての成長・発
達の延長上の新生児としての成長・発達を実現してい
かなければならない。それは，さらに，少年期以降の
教育へとつなげることによって人間形成の過程を実現
していかなければならないのである。
それゆえにこそ，乳幼児教育指導者は母親の優位

性を前提にした保育実践を行わなければならないので
ある。

6．乳幼児教育指導者の専門性の基礎
以上のように，乳幼児教育指導者の行うべき保育は，

母親の保育を前提にし，そのうえで子どもの現状を十
分に分析・把握することから実践されなければならな
い。子どもに合った保育とは，子どもの成長・発達に
応じた保育であり，それは個々の子どもの自己形成の
状態に応じて異なるものでなければならない。
乳幼児教育指導者は自らが指導する子どものそれま
での自己形成の状態を把握するために，母親から十分
な育児状況の説明を受け，母親自身の置かれている状
態や母親自身の性格等についてもできる限り情報を集
め，総合的に子どもの自己形成の状態を知る努力が必
要である。一人一人の子どもは固有の自己形成を行っ
て成長・発達を遂げてきているという事実を重く受け
止め，それに合った保育のあり方を探究することが専
門職としての乳幼児教育指導者の立場でなければなら
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ない。さらに，母親からの情報をフルに活用した乳幼
児教育実践を通じて，個々の子どもの自己形成に直接
かかわることが，乳幼児教育指導者の経験として蓄積
されていかなければならない。
それゆえにこそ，個々の子どもの自己形成へのかか
わり方は乳幼児保育実践体験を通じて多様な類型化が
可能になってくる。このような類型化と個々の子ども
の実際の自己形成の状態把握がなされていかなければ
ならない。ここに乳幼児教育指導者としての専門性が
成立してくるのである。
個々の子どもの成長・発達にとっては，母親による

保育の優位性は基本的に否定できない。しかしながら，
母親の保育を超えた優位性としてあらわれてくる乳幼
児教育指導者の専門性は，複数の子どもの育児にかか
わることによって成立する育児の類型化である。いか
なる子どもであっても，その保育実践における成果を
上げることができるとともに，母親の育児だけではな
しえなかった要素である社会性の育成に乳幼児教育指
導者はかかわることができることこそが，乳幼児教育
指導者の保育の優位性なのである。
子どもにおける社会性の発達は集団遊びによる部分
が極めて大きな意義をもつ。集団遊びにおける保育の
意義は，その後の人間としての成長・発達に大きくか
かわる点にある。遊びという子どもの自己活動はその
後の人間としての成長・発達に大きく影響する。それ
は精神的発達だけでなく身体的発達にも影響する耐性
の育成につながる。
以上のように，乳幼児教育指導者の専門性の基礎は，

指導する子どもの成長・発達を客観的に把握すると同
時に，それまでの保育実践から得た経験を基にして，
子どもに最適の保育を進めていくところに成立してく
るのである。さらに，子どもの社会性の発達を導く集
団遊びによる指導は母親にはできない要素を多く含む
ということができる。
乳幼児教育指導者の保育は母親の保育を前提にする
という基本原則を認めたうえで，子どもの後の成長・
発達につながる重要な乳幼児教育指導者としての専門
性が，母親による保育を子どもの後の成長・発達に有
効に機能するものとして成立させるものでなければな
らないのである。

注
注 1） 生物学的成長・発達としてあらわれてくる要素が
大きく，親による保育と保育の専門家による保育によ
る成果の変化が生じにくい。

注 2） 乳幼児期の保育にかかわる専門家である保育士と
その後の教育にかかわる小・中・高の教師の専門性に
対する評価の違いは，明白な形であらわれている。し

かしながら，教育の成果はその教育が行われた時期に
おいてすぐにあらわれてくるものばかりではなく，むし
ろその後になって徐々にあらわれてくることが多いので
ある。小・中・高の教師の専門性自体が高校の教員の
専門性を最も高く評価されていることを見れば明白な
ことである。

注 3）「目に入れてもいたくない」という言葉がぴったりと
当てはまるような状態の母性愛が導く保育が成立する。

注 4） 教育専門家である教師は国と親がもつ教育権を代
行し，子どもの学習権を保障するという責務をもつ。

注 5） 母性愛はアガペーの典型であり，無私の愛である。
自らのあらゆる欲求を犠牲にして成立する愛であるか
らこそ，母親や教育者以外の人間が自らの自然欲求を
成り立たせているフィリアやエロースを自制することに
よって成立するアガペーは，自らの生物としての存在が
成立しなくなる可能性がある。

注 6） それゆえにこそ，保育だけでなくあらゆる教育実
践において「えこひいき」は生じてくるものである。
自らもつ自然の愛であるフィリアを自制しつつ，意図的
にアガペーである教育愛をもたなければならないので
ある。

注 7） もちろん人間以外の哺乳類や一部の爬虫類におい
ても母性愛をもつ動物は存在することが事実であるが，
人間の母性愛の機能は子どもが生理的早産の状態で誕
生してくるがゆえに，子どもの成長・発達に与える影響
は極めて大きい。

注 8） 保育士による保育が母親による保育に及ばない原
因はここにあるということができる。

注 9） 将来のための保育や教育を行うのは教育専門家で
ある保育士や教師が行うべき保育や教育でなければな
らない。

注 10）実の子どもを虐待したり，殺したりする母親も存
在するのが現代社会である。
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ABSTRACT

The study on the establishment of the expertise
of the leader in early childhood education (I)

—The meaning of early childhood
from the point of character formation—

Yasuo Tai

Department of Childhood Education, Faculty of Human Sciences, Kyushu Sangyo University

I considered the way of the expertise of the early childhood educator by analyzing the early
childhood from the point of character formation. In early childhood, human beings begin self-
formation. Childcare must be done in accordance with the process of it.

Childcare by a mother should naturally be done in accordance with her child ’ s growth and
development. Therefore, a mother is the main worker in her childcare. Early childhood educators help
the mother ’s childcare. Childcare consists of nurturing, protection and education. Conventionally
nurturing and protection have been more emphasized than education in childcare. But now early
childhood educators must become leaders in early childhood education with expertise enough to lead a
mother’s childcare.

Now childcare in early childhood is considered more important than before. Education as one
element in childcare is different from the other two elements (nurturing and protection). Education
cultivates tolerance in children by giving the children some stress. Therefore, the role of early childhood
educators becomes wider and the level-up of expertise of early childhood educators is more required
than before.

Key words: the leader in early education, self-formation, expertise, childcare, tolerance
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